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広報はこね　2018.January

猫犬
捨 や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎85－9565)に相談を。

　
子
ど
も
達
を
地
域
全
体
で
見
守

る
た
め
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
コ
ラ
ム

「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」
を
連
載

し
て
き
ま
し
た
。

　
最
終
回
は
、
教
育
長
か
ら
で
す
。

　
も
う
10
年
ぐ
ら
い
前
に
な
る
だ

ろ
う
か
、
公
共
広
告
機
構
が
「
抱

き
し
め
る
、
と
い
う
会
話
」
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
た
時
が

あ
っ
た
。
こ
ん
な
詩
で
あ
る
。

　
「
子
ど
も
の
頃
に
抱
き
し
め
ら

れ
た
記
憶
は
、
ひ
と
の
こ
こ
ろ
の
、

奥
の
ほ
う
の
、
大
切
な
場
所
に

ず
っ
と
残
っ
て
い
く
。

　
そ
う
し
て
、
そ
の
記
憶
は
、
優

し
さ
や
思
い
や
り
の
大
切
さ
を
教

え
て
く
れ
た
り
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ
て
思
わ
せ
て
く

れ
た
り
、
そ
こ
か
ら
先
は
行
っ

ち
ゃ
い
け
な
い
よ
っ
て
止
め
て
く

れ
た
り
、
死
ん
じ
ゃ
い
た
い
く
ら

い
切
な
い
と
き
に
支
え
て
く
れ
た

り
す
る
。

　
子
ど
も
を
も
っ
と
抱
き
し
め
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ち
っ
ち
ゃ
な

こ
こ
ろ
は
、
い
つ
も
手
を
の
ば
し

て
い
ま
す
。」

　
こ
の
詩
を
詠
ん
で
い
る
と
、
大

人
と
し
て
、
親
と
し
て
、
一
教
育

に
携
わ
る
者
と
し
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。
親
な
ら
誰
し
も
我
が
子
に

い
い
人
生
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
子
育

て
は
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
」

と
、
日
々
、
自
問
自
答
し
な
が
ら

子
育
て
を
し
て
い
る
の
が
現
実
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
子
育
て
の
中
で
、
子
ど
も
が
見

せ
る
笑
顔
や
、
発
し
た
言
葉
に
感

動
し
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
記

憶
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
こ
の
感
動
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

親
業
は
お
も
し
ろ
い
。

　
ま
た
、
子
育
て
は
、
親
自
身
も

育
っ
て
い
く
「
自
分
探
し
の
旅
」

で
あ
り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
創
っ
て
い
く
壮
大
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
る
。
今
、
そ
れ

に
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
を

覚
え
て
い
る
。

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
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コ
ラ
ム「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」

～
地
域
で
さ
さ
え
る・地
域
へ
つ
な
ぐ
～

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』
幼稚園・幼児学園・保育園編

　新年、明けましておめでとう！�

　今年も、箱根ジオパークのことたくさん紹介するよ！

　今回は、ジオサイト「最乗寺と杉林」だよ。

　大雄山最乗寺は、1394年に了
りょう

庵
あん

慧
え

明
みょう

禅
ぜん

師
じ

が開山した、曹洞宗のお寺だよ。曹洞宗は禅宗の一派で、最乗寺はその中でも

全国に 4千余りの末寺を持っていて、今でも多くの僧が修行をしているよ。最乗寺の建設に従事した相
さ

模
がみ

房
ぼう

道
どう

了
りょう

尊
そん

者
じゃ

とい

う修験道の行者が、了庵禅師の死後山に身を隠して天狗となり、寺の守護「道
どう

了
りょう

大
だい

薩
さっ

埵
た

」になったと言われているんだ。

　参道の周辺や境内には、17万本とも言われる大きな杉が立ち並び、中には樹齢500年を超えるものもあって、手厚く保

護されてきた杉林は、県の天然記念物にも指定されているよ。昔、そ

の葉は線香の原料として、木材の一部は小田原提灯の材料としても利

用されてきたんだ。小田原提灯は丈夫で小さく折りたたむこともでき

て、大雄山の霊木を使っているから街道を歩く旅人に人気があったん

だって。

　また、境内には参拝者から寄進された石塔や石碑など多くの石造物

があって、中でも、参道から続く二十八宿の石灯籠の中には、箱根火

山起源の石材を使っているものもあるよ。

　みんなも初詣に行ったときによ～く見てみてね！

　それぞれの園・小学校で、学びの場は違っても、中学校卒業までに、子どもたちに育ってほしい姿
を、“箱根を愛し　かしこく　やさしく　たくましく”という合言葉で表し、園・小・中学校一貫教育
（分離型）の取り組みが展開されています。 ４園（幼稚園・幼児学園・保育園）では、園の教育目標を
共通にし、また、小・中学校と連携して、ハートフルプログラムの研究に取り組んでいます。

4 園の取り組み
① 4園共通の教育目標とめざす園児像の一部共通化
　< ４園共通の教育目標>
　のびのびと心温かい箱根の子どもの育成
　～かしこく　やさしく　たくましく～
　< ４園共通のめざす園児像>

かしこく ・絵本が大好きな子ども
・地域の人や自然、文化に進んでかかわれる子ども

やさしく ・自分から進んで元気なあいさつができる子ども
・相手を許したり、認めたりすることができる子ども

たくましく ・健康によい習慣を身につけ、心も体も元気な子ども
・進んで運動する子ども

②ハートフルプログラムの推進
　子どもたちの感性をゆさぶり、心を耕すハートフルプログラムの研究に取り組んで ３年目、今年度
は、年齢別の研究を充実させて進めています。

「〝
芸
妓
と
歩
く
!!
〟

箱
根
旅
物
語�

Ａ
Ｃ
Ｔ
．６
」

�

参
加
者
募
集
！

　
箱
根
火
山
最
高
峰
「
神
山
」
が
大

崩
壊
を
起
こ
し
て
形
成
さ
れ
た
大
涌

谷
を
芸
妓
が
ご
案
内
し
ま
す
。

日　
時　
２
月
３
日
㈯
・
10
日
㈯
９

時
～
16
時
40
分
頃

集
合
・
解
散　
小
田
原
駅
西
口
ま
た

は
箱
根
湯
本
駅

行　
程　
小
田
原
駅
・
箱
根
湯
本
駅

→
箱
根
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
見

学
）
→
大
涌
谷
駅
～
（
箱
根
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
）
～
桃
源
台
駅
→
箱
根
関
所

（
自
由
昼
食
・
見
学
）
→
甘
酒
茶
屋

→
湯
の
里
お
か
だ
（
日
帰
り
入
浴
）

定　
員　
各
45
人

参
加
費　
６
，
０
０
０
円

（
バ
ス
代
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
代
・
入

場
料
・
入
浴
料
・
保
険
代
）

申
込
み　
２
月
1
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
電
話
、

FAX
、
は
が
き
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
先　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

〒
２
５
０
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０
３
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１

箱
根
町
湯
本
７
０
６
―
３
５

�

☎
８
５
―
５
７
９
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FAX
８
５
―
５
７
２
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「
健
康
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

�
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」

�
参
加
者
募
集
！

　

箱
根
火
山
か
ら
噴
出
し
た
溶
岩

で
成
り
立
つ
小
田
原
エ
リ
ア
の
ジ

オ
サ
イ
ト
「
石
垣
山
一
夜
城
」
や

「
早
川
石
丁
場
群
」
を
巡
り
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！

日　
時　
２
月
10
日
㈯
９
時
～
12
時

30
分

集
合
場
所　
県
立
生
命
の
星
・
地
球

博
物
館
駐
車
場　

コ
ー
ス　
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館

→
早
川
石
丁
場
群
→
石
垣
山
一
夜
城

→
一
夜
城
ヨ
ロ
イ
ヅ
カ
フ
ァ
ー
ム

（
休
憩
・
買
い
物
）
→
早
川
駅

（
約
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

定　
員　
30
名

参
加
費　
大
人
２
，
０
０
０
円

（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
・
保
険
代
）

申
込
み　
１
月
31
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
電
話
、

FAX
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自
然
学
校
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FAX
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０
５
６
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

ens.
gr.jp

はこジ郎の
　　　ぶらぶら
　　　ジオ日記

「大雄山最乗寺」へは、伊豆箱根鉄道大雄山線
「大雄山駅」から伊豆箱根バスで道了尊行１0分
「道了尊」バス停下車

南足柄市ふるさと大使「よいしょの金太郎」

湯本幼児学園の教育目標

３歳児部会・公開保育
10/27　仙石原幼児学園

５歳児部会・公開保育
11/17　箱根幼稚園

４歳児部会・公開保育
9 /1４　宮城野保育園

雪の最乗寺


